






































































の美しさは、漢の王昭君、後漢の貂蝉、そして唐の楊貴妃と共に中国四大 人として称されている。また、西施は胸に病を患っていたと伝えられており、胸を押さえて苦しむ姿もが、か弱く美しか たという。「美人」が西施を指すことは、先に挙げた先行論文以外でも、多くの研究者に言及されているが ここで留意したい点は、 「松島」本文中には、西施の名前自体は登場していないということだ。一方、他の章段では西施の名が登場する箇所がある。 「象潟」の
発句「象潟や雨に西施がねぶの花」だ。この句は、雨にけぶる象潟の景観に、病に伏せる の姿を重ねたものであるが この点は後述したい。
以上、 「美人」は中国の美女・西施だとする先行研究が多いこと
を述べたが、 「松島」と「象潟」両方において、景観 美を表現するのに西施が用いられていること 対して、松本寧至氏 異を唱えてい 。松本寧至氏は、 「笑ふが如く 比喩される わば「陽」のイメージ 持つ松島と、 「うらむ ごとし」と描写される「陰」の象潟とが、同じ という女性を指す は、不自然であ とう以下の指摘をしている
⑵
。
　「松島」の描写のうち「美人の顔を粧ふ」について、諸注はすべて蘇東坡の「西湖」の詩を引いて、西湖は西子、すなわち西施に比している は、 どうかと思う。 「象潟」 で西湖をおもい、西施に比したのはそれでよいが、洞庭・西湖に恥じないという松島を西湖あるいは西施に限定する はおかしい。 施 「象潟」に限定されねばなるまい。 「寂しさに悲しみ」を加えた美
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島の「美人」は楊貴妃のイメージを借りているという。そして、西湖は病に伏せる「陰」の気を持つ美女・西施、洞庭湖は明るく闊達な美女・楊貴妃を指すと述べている。また、楊貴妃の容姿が健康的でふくよかであったこと、唐代の女性は乗馬 したり狩猟をしたりといった活発な面がある から、楊貴妃の最期は悲惨なものだったにせよ、明るいイメージがある している。
傍線部においては、 「象潟」で西施を西湖に例えているとすると、





































































西湖 西施の美しさは比肩していると詠われ 点が「工巧みなり」と称されているのだ。蘇東坡が「西湖」を詠んだ時期は、中央から地方へ左遷された頃であったそうだが、左遷に対す 悲嘆の思いは感じられない。
なお、象潟章段においては、 「象潟や」の句以外にも、 「雨朦朧と












発句「象潟や」における、 「雨」 「ねぶの花」によって生じた西施像は、 「淡粧で昼に眠っている」西施の姿として解釈し
たい。
として、芭蕉が「ねぶの花」から眠る西施を連想した可能性を示唆している。また、芭蕉が参照していたとされる『聨珠詩格』の注釈を分析し、蘇東坡の詩における西湖は淡い化粧をした西施のようだと指摘している。すなわち、 尾形仂氏は西施を 「憂える美女・濃抹」として捉え、黄佳慧氏は「眠る美女・淡粧 と捉えてい のである。
それでは、両氏の論を参考に、改めて西施像について解釈したい。
まずは、西施を憂える美女と るか、眠る美女とするかについてである。象潟を 「寂しさに悲しびをくはえて、 魂をなやます 似たり」と捉え、 「陰」の美 持つと ていた が 一方で「眠りを貪る西施」と例えるであろうか。西施が病床に伏せていたことによ 、芭蕉が眠る西施を連想した可能性も否定できないが 行為からは、 「寂しさに～」とあるよ な、憂いの情を感じることは難しい。よって ここでの西施は憂え 美女とするの 適切だろう。
続いて、 「濃抹」か「淡粧」かについてである。芭蕉は、 「雨朦朧








































例えられて表現されている。 『梅妃伝』では、楊貴妃の嫉妬深さを伝える説話も収録されているが、 「長恨歌」に描かれている楊貴妃は、嫉妬深いと言うよりは、玄宗を愛し続ける健気な女性像が読み取られる。玄宗と離ればな になりながらも、育まれた愛情を信じ、死後の世界で玄宗と再会することを願う楊貴妃は いじらしい女性であると言えよう。
次に、謡曲『楊貴妃』を見てみる。
シテ「昔は驪山の春の園に。ともに眺めし花の色。移れば變る習ひとて。今 蓬莱 秋 洞 ひとり むる月影も 濡るる顔なる袂かな あら戀ひしの古やなワキ「唐の天子の勅の使。方士これまで参りたり。玉妃は内にましますかシテ「なに唐帝の使 は 何しにここに来たれるぞ 。九華の帳をおし除けて。玉 簾をかかげつつワキ「立ち出で給ふ御姿シテ「雲の鬢づらワキ「花の顔ばせシテ・ワキ「寂寞たる御眼の内に。涙を浮 めさせ給へば地上歌「梨花一枝。雨を帯びたる粧ひ 。雨の帯びたる粧ひ 。
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折節、嵐激しく吹きて、御簾をさつと吹き上げたる隙より、姫君と中将殿の御目を見あはせ給ひける。かの姫君の御有様、漢の李夫人、楊貴妃もこれには過ぎじと見え給ふ。 （ 『文正草子』 ）横笛櫻がさねの薄衣に、紅の袴のそばをとり、身を押しのけて出（で）たるかたち 嬋娟として楊貴妃、李夫人も、是にはい









が描かれており、儚く美しい女性像が読み取られる。既に述べたように、松本寧至氏は 楊貴妃を明るく闊達な美女だと捉えているが、一連の作品の描写を見るに、楊貴妃が「陽」の印象で享受されたとする は、考えにくいのである。李夫人のように、悲劇の女性とまでは言えないが、明朗としたイメージはあまり感じ取れない。松島を「陽」としたときに、楊貴妃は当てはまらないだろう。言換えるならば、芭蕉 指す「美人」は、楊貴妃ではないのであるそれでは、 「陽」の美女とは誰 。結論から言えば、この 美人」も西施を指していると推測される。
先に、西施は「憂える美女」であると論じた。松島は太平洋に面
した「陽」の美を持っており 「陰」の美の象徴である西施は 一見正反対のように考えられる。しかしながら、芭蕉は松島と象潟の両方を西施に例え、女性の持つ相反 た美 さを表現したので ないのだろうか。 「松島は笑ふが如く、象潟が らむ ごとし」 （ 「象潟」 ）のうち「笑ふ」は開放的で明るいイメージ、 「うらむ 憂えるとし、一人の女性が見せる陽と陰 表情 、それぞれの土地の印象に当てはめたと思われるのである。
一方で、尾形仂氏が指摘しているように、 松島」と「象潟」は
多くの点で照応 ている。例えば、 「松島」前半部は漢文調で風景を描写し、後半部で 「無依 道者の跡 の記述に筆を割 ているのに対し、 「 潟」前半部も漢文調で語られ、後半部は「風情の人の実をうかが」ってい 点、 松島」が 東南より海を入て、江の中三里、浙江の潮をたゝふ 俯瞰的視点で描写されているのと同様に、 「象潟」も「坂田の湊より東北の方、山を越 磯を伝ひ、い
さごを踏みて」と鳥瞰しているような様子を描いた点などである（ 『おくのほそ道評釈』 ） 。これらの照応は、芭蕉の明確な意図によるものと考えてよいだろう。芭蕉にとっての松島と象潟とは、古歌に詠まれた憧れの地であり、双肩する美しさを持つ土地であった。芭蕉は松島と象潟を同じ女性に例え、二つの土地の類似性に見える相違性、つまりは西施の見せる陰陽の感情を表現し と試みたのである。 「美人」 言えば、楊貴妃や李夫人を指すという が、当時の一般的な感性であっ が、芭蕉はそうした枠組み らわれず自由な感覚で「美人」を表現した。芭蕉にとっての「美人」とは、蘇東坡「西湖」から想像する西施な だ。正反対 性質 持つ土地を、あえて同じ女性に例える点に、芭蕉 鋭敏な言語感覚が伺える。
おわりに
本論文では、 『おくのほそ道』における「美人」の用法を詳しく
検討した。そしてその経過において、芭蕉の西施像は 「憂える美女」 、 「薄粧」であるとした。雨にけぶる象潟に、病で憂える西施の姿を重ねたのである。さらに、楊貴妃の受容を論じながら、 「美人」とは西施を指すものだと解釈した。西施を、正反対の性質を持つ松島と象潟といった土地に例えることで 美人 という言葉 奥行きを持たせることができたのであ 。なお、本論での奥行きとは、女性の見せる二面的表情を指す。 「松島」 見られるよう 「陽」の表情、 「象潟」で見られるような「陰」の表情 そのどちらも芭蕉にとっては甲乙つけられない美しさであっただろう。芭蕉は「松島」と「象潟」でそれぞれ内容 帰結させながらも 照応性を持たせ、芭蕉ならではの文学空間を築 たのだ。
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さて、本論の結論は、芭蕉による「美人」用法は、二つの要素か










































一九七四年） 、 『浄瑠璃十二段草紙』は『御伽草子集』 （新潮社
　
一九八〇年） 、 『露殿物語』は『日本古典文学全集
 三十七』 （小学館
　
一
九七 年）より引用。
